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=-やPdS乙+HleJidStszehtSt] ･ ( 1)
と書ける｡ (後の議論のためにS=1/2としておく｡)
schrodinger方程式は
一字晋 ニー M･叫 ･(2)
であるからV-=eiotS7Vと置きvT系で書き直すと
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図7 1.108Tの礎場の反転に伴 う飽和磁化の反転 (T-850mK)
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図8 T-50KからH-+3000｡の磁場中冷却を行い
11.1K,4.3Kと1.10KでHニー3000eに反転 し
たときのγ･Fe203微粒子 (～40nm4)の緩和
§4. おわりに
磁性体のトンネル効果の理論的研究も盛んになってきている｡ 日本でも東大の福山氏 [12]
や京大の宮下氏が研究を行っている｡
量子損失の問題等､今後実験的にも研究されると思われるが､実験装置の開発を伴うのでなか
なか手強い｡実際､4nmの強磁性微粒子の緩和にポテンシャル壁の分布の温度変化を注意深く取
り入れると､トンネル効果は観測されないとの報告もあり [13]､信頼できるデータを得るの
は非常に難しいように思える｡ 最後に磁性体のトンネル効果について宮下氏に色々御教示いただ
いたこと感謝いたします｡
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